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代 表 取 締 役 社 長

した。
日本市場においては、ファミリー層や初心者層向け製品の動き

に一服感が見られた一方、高・中価格帯の製品の販売は順調でした。
海外市場においては、北米市場ではインフレの影響が懸念され

たものの、釣具への需要は強く販売は好調に推移しました。
欧州市場では、長期化するウクライナ情勢の周辺国への影響も

あったものの、販売は底堅く推移しました。
アジア市場では、韓国・台湾市場での販売は好調に推移した一

方で、中国市場の販売はロックダウンによる活動制限の影響を受
けました。

豪州市場では、東海岸での洪水などの自然災害があったもの
の、販売は底堅く推移しました。

このような市況の下、新製品のスピニングリール「STELLA」、両
軸リール「ALDEBARAN BFS」などが市場から高い評価を受ける
とともに、引き続き、スピニングリール「AERO TECHNIUM 
MGS」やオフショア関連のロッド「GRAPPLER」、「GRAPPLER 
BB」なども販売に大きく貢献いたしました。

この結果、当セグメントの売上高は54,235百万円（前年同期
比4.5％増）、営業利益は11,335百万円（前年同期比5.8％減）と
なりました。

その他
当セグメントの売上高は248百万円（前年同期比14.2％増）、

事業の経過および成果
当第2四半期連結累計期間におきましては、新型コロナウイル

ス（COVID-19）の流行に伴う経済活動の制限の緩和が見られた
一方で、ウクライナ情勢を受けた世界的な資源価格の高騰、イン
フレの高進や中国経済の減速等により世界経済の回復ペースは依
然足踏み状態のままとなりました。

欧州では、行動制限が緩和され経済活動の正常化が進むなか、
エネルギー価格高騰によるインフレが影響し消費者マインドは急
速に悪化しました。

米国では、インフレの加速が景気への下押し圧力をもたらした
一方で、労働市場の回復が持続したことに加え、経済対策で積み
上がった家計貯蓄に支えられ、個人消費は堅調に推移しました。

中国では、ゼロコロナ政策により経済活動の制限が強化され、
個人消費は引き続き低迷しました。

日本では、資源価格の上昇や新型コロナウイルス感染状況の先
行きの不透明感が強いものの、経済活動の正常化が進み個人消費
に持ち直しの兆しが見られました。

このような環境の下、一部工場においてロックダウンに伴う一
時的な操業停止が生じた一方で、自転車、釣具の需要は落ち着き
を見せつつも依然として底堅く、当第2四半期連結累計期間にお
ける売上高は303,686百万円（前年同期比14.7％増）、営業利益
は80,909百万円（前年同期比15.7％増）、経常利益は92,123
百万円（前年同期比24.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純
利益は68,558百万円（前年同期比22.4％増）となりました。

自転車部品
世界的に注目を浴びた自転車への高い関心は落ち着き始めたも

のの、依然として自転車の需要は新型コロナウイルスの感染拡大
前を上回る水準で推移しました。完成車の市場在庫は、底堅い需
要が続くハイエンドクラスは低い水準で推移した一方、供給が追
い付いたエントリークラスは高い水準で推移しました。

海外市場において、欧州市場では、引き続き好調なE-BIKE需要
に支えられ、自転車および自転車関連商品の販売は底堅く推移し
ました。完成車の市場在庫について、一部地域の需要が落ち着き
を見せ始めたこともあり適正な水準に近づきました。

北米市場では、ハイエンドクラスの完成車の需要は底堅く市場
在庫は低い水準で推移した一方、ミドルクラスの需要は落ち着き
を見せ始めました。

アジア・中南米市場では、自転車への強い関心は沈静化し、日
本市場においては、引き続きスポーツ自転車と電動アシストバイ
クに対する需要は底堅く推移した一方で、エントリークラスの
ロードバイクの在庫不足もあり店頭販売は低調でした。

このような市況の下、ロードバイク向け高級モデル「DURA-
ACE」と「ULTEGRA」、電動アシストスポーツバイクコンポーネ
ントSHIMANO STEPSシリーズをはじめ、幅広い製品に対して多
くのご注文を頂きました。

この結果、当セグメントの売上高は249,203百万円（前年同期
比17.2％増）、営業利益は69,581百万円（前年同期比20.2％増）
となりました。

釣具
世界的に注目を浴びた釣りへの関心は、落ち着きを見せ始めま

営業損失は7百万円（前年同期は営業利益3百万円）となりま
した。

中間配当のご報告
当社は株主のみなさまに対する利益還元を経営上の重要課題と

捉えており、安定的な配当の維持・継続とともに業績の進展に応
じた成果の配分を行うことを基本方針としております。

この基本方針に基づき、今回の中間配当金につきましては、前
年同期と同様の1株当たり117円50銭とさせていただきました。
なお、当期の年間配当額についても、前期と同様の1株当たり
235円を予定しております。

今後の見通し
2022年12月期の通期連結業績予想につきましては、当第2四

半期連結累計期間においてドル高の進行に伴うアジア通貨安の影
響から営業外収益が発生したこと等により、通期の経常利益及び
親会社株主に帰属する当期純利益の予想について、下表のとおり
変更いたします。

株主のみなさまにおかれましては、今後ともなにとぞ変わらぬ
ご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

 2022年9月

売上高
（単位：百万円）

営業利益
（単位：百万円）

経常利益
（単位：百万円）

親会社株主に帰属
する当期純利益
（単位：百万円）

1株当たり
当期純利益
（単位：円）

前回発表予想（A） 580,000 161,000 163,100 117,500 1,289.24
今回修正予想（B) 580,000 161,000 174,500 128,400 1,408.84
増減額（B)-(A) — — 11,400 10,900
増減率（%） — — 7.0 9.3
前期実績

（2021年12月期） 546,515 148,287 152,562 115,937 1,252.62

2022年12月期　通期連結業績予想数値の変更 （2022年1月1日〜 2022年12月31日）
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第114期 第115期 第116期 第114期 第115期 第116期

第114期 第115期 第116期 第114期 第115期 第116期

第114期末 第115期末 第116期
第2四半期末

第114期末 第115期末 第116期
第2四半期末

前年同期比

14.7%
増加

前年同期比

24.7%
増加

前年同期比

15.7%
増加

前年同期比

22.4%
増加

前期末比

98,030
百万円
増加

前期末比

96,762
百万円
増加

590,420
705,370

803,401
616,651

529,785

713,413

378,040

160,255

546,515

264,694 82,701

28,674

148,287

69,922

63,472

31,206

115,937

56,007
81,471

36,131

152,562

73,900

580,000
（予想）

303,686

161,000
（予想）

80,909

174,500
（予想）

92,123

128,400
（予想）

68,558

86.0%

14.0

82.1%

17.9%

■ 自転車部品

■ 釣具

■ その他

■ 自転車部品

■ 釣具

（その他 △0.0％）

0.1%

▪ 連結売上高（単位：百万円）

▪ セグメント別の売上高比率（第116期第2四半期） ▪ セグメント別の営業利益比率（第116期第2四半期）

▪ 連結経常利益（単位：百万円）

▪ 連結総資産（単位：百万円）

▪ 連結営業利益（単位：百万円）

▪ 親会社株主に帰属する当期純利益（単位：百万円）

▪ 連結純資産（単位：百万円）

▪ セグメント別の売上高と営業利益の状況

第116期 
第２四半期

売上高
（単位：百万円）

増減率
（前年同期比）

営業利益
（単位：百万円）

増減率
（前年同期比）

自転車部品 249,203 17.2% 69,581 20.2%

釣具 54,235 4.5% 11,335 △ 5.8%

その他 248 14.2% △ 7 —%

■ 第２四半期　　 通期

■ 第２四半期　　 通期

■ 第２四半期　　 通期

■ 第２四半期　　 通期
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（単位：百万円）

第116期
（予想）

第112期 第113期 第114期 第115期
0

50
100
150
200
250
300
350

155円 155円 155円
235円

創業100周年
記念配当金 200円

235円

第2四半期末
残高

406,627

財務活動による
キャッシュ・フロー
△36,339

2022年1月1日 2022年6月30日

営業活動による
キャッシュ・フロー
48,615

投資活動による
キャッシュ・フロー
△13,698

期首残高
357,773

第116期第2四半期　
2022年1月1日〜2022年6月30日 （単位：百万円）

資産合計

803,401

純資産合計

713,413

負債合計　　89,988

第116期第2四半期末　
2022年6月30日現在 （単位：百万円）

（注） 現金及び現金同等物に係る換算差額については記載を省略しております。 
それにより生じるグラフの誤差については調整しております。

年間配当金の推移

第116期の第2四半期配当金は、前年同期と同様の1株当たり117円
50銭とし、年間配当予想額についても、前期と同様の1株当たり235円
を予定しております。

株主のみなさまに対する利益還元を経営上の重要課題と捉えており、
今後も安定的な配当の維持・継続とともに業績の進展に応じた成果の
配分を行ってまいります。

▪ 連結貸借対照表（要約） ▪ 連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

業績予想

売上高 5,800億円 前年同期比 6.1％増

経常利益 1,745億円 前年同期比 14.4％増

親会社株主に帰属する
当期純利益 1,284億円 前年同期比 10.7％増

セグメント別売上高予想

自転車部品 4,750億円 前年同期比 7.1％増

釣具 1,045億円 前年同期比 2.1％増

その他 5億円 前年同期比 11.7％増

売上高 売上高営業利益 営業利益経常利益 経常利益 税金等調整前
四半期純利益

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

親会社株主に
帰属する

四半期純利益

264,694

69,922 73,900

56,007

303,686

80,909
12,393
営業外
収益

1,179
営業外
費用

92,123
1,840
特別
損失

90,282

68,558

売上原価 175,735

販売費及び一般管理費 47,041

法人税等 21,604

非支配株主に 119
帰属する四半期純利益

（単位：百万円）

第115期第2四半期
2021年1月1日〜2021年6月30日

第116期第2四半期
2022年1月1日〜2022年6月30日

▪ 連結損益計算書（要約）

第116期予想（連結）
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社 名

英 文 社 名

創 業 年 月

設 立 年 月

資 本 金

事 業 内 容 

本 社 

U R L

株式会社シマノ

SHIMANO INC.

1921年2月

1940年1月

35,613百万円

自転車部品、釣具、 

ロウイング関連用品等の製造販売

〒590-8577 

大阪府堺市堺区老松町3丁77番地

https://www.shimano.com

▪ 役 員
代表取締役会長兼CEO
代 表 取 締 役 社 長
代表取締役副社長
代表取締役副社長
常 務 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
社 外 取 締 役
常 勤 監 査 役
常 勤 監 査 役
社 外 監 査 役
社 外 監 査 役

上 席 執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

島 野 容 三
島 野 泰 三
豊 嶋     敬
津 崎 祥 博
チア チン セン
一 條 和 生
勝 丸 充 啓
榊 原 定 征
平 田 義 弘
樽 谷     潔
野 末 佳 奈 子
橋 本 敏 彦

清 谷 欣 司
大 津 智 弘
大 竹 正 浩
吉 田     保
金 井 琢 磨
中 野 敬 介
赤 川     満
島 野 豪 三
島 野 勇 三

▪ 株主メモ 
事 業 年 度

定時株主総会

基　 準　 日

単 元 株 式 数

公 告 方 法

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

郵 便 物 送 付 先

電 話 照 会 先

ホ ー ム ペ ー ジURL

よ く あ る ご 質 問
（ F A Q ）

証 券 コ ー ド

毎年1月1日から12月31日まで

3月

期末配当金　毎年12月31日

中間配当金　毎年 6月30日

100株

電子公告
当社のホームページに掲載いたします。 

（https://www.shimano.com） 
ただし、やむを得ない事由によって 
電子公告によることができない場合は、 
日本経済新聞に掲載いたします。

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

 0120-782-031

https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency

https://faq-agency.smtb.jp/?site_domain=personal
お手続き方法やよくあるご質問は、上記「よくあるご質問

（FAQ）」サイトでご確認いただけます。

7309

株価チャート

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（%）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 11,173 12.26

湊興産株式会社 7,739 8.49

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 5,428 5.96

JP MORGAN CHASE BANK 380055 2,287 2.51

株式会社スリーエス 2,171 2.38

日本生命保険相互会社 2,098 2.30

株式会社りそな銀行 1,711 1.88

SMBC日興証券株式会社 1,408 1.55

STATE STREET BANK WEST CLIENT － TREATY 505234 1,404 1.54

JP MORGAN CHASE BANK 385632 1,383 1.52

大株主（上位10名）

（注）持株比率は自己株式（21,117株）を控除して計算しております。

第115期
第2四半期

第116期
第2四半期 30.77%

13.52%
47.01%

■金融機関　■証券会社　■その他の法人　■外国法人等
■個人、その他　■自己名義　

0.02%

5.69%

2.99%

33.24%
13.27%

45.09%
0.02%

5.50%

2.88%
所有比率

6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 12月 6月 6月12月
2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年2013年2012年 2014年 2015年 2016年

12月

シマノ株価（東証）
日経平均株価

0
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600
2012年12月（終値）を100とする変化率

▪ 発行可能株式総数 262,400,000株
▪ 発行済株式の総数 91,160,100株
▪ 株主数 9,152名
▪ 単元株式数 100株
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